
２０１５年２月８日      ＜オープン礼拝＞  

 

司  会        ①篠遠兄     ②藤樫兄     ③岸兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄     ②綴木兄 

 

    賛  美  聖歌５８９番「恵みの高き嶺」 （山本登兄愛唱歌）  

 (私たちはひとつ）（主イエスをほめよ） 

ヤベツの祈り 
 

聖  書                  

     
                                                                                                                            

音  楽 

                                                           

証  詞 

 

メッセージ   

        

 

    賛  美  「明日はどんな日か」 （献金） 

頌  栄  「ハレルヤ！」     

                                                                   祝   祷                        大川牧師 
 

【大和ニュース】  

* 本日､巡回伝道者の岸義紘先生をお迎えできて大感謝！聖務の為、お祈り下さい。 

     （愛称：青年時代はバンビ・中年では蛮美。最近は晩美??） 

・ 本日、入門講座Ⅱ、手話、SS主任、GM、J.Plus、YYタイム（１２時半・森）。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は菅原岳副牧師。 

・ 準備祈祷会は金曜夜９時～１０時半。説教は久保田豊伝道師。 

  （金曜日は月一回の「断食祈祷日」。３０分でも可。９時～１７時。泉チャペル。） 

・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 

* 山本登兄（アブラハム会）の告別式は、１２日（木）午後２時より。泉チャペルにて。 

➀                                                       へブル人への手紙１１章８～１３節                                      (Ｐ３５５) 

②③  ヨハネの黙示録１章１～３節                                           (Ｐ３８６)   
                                                                                                                         

➀                                                     親切組  

②➂  岸義紘先生（サックス演奏） 

➀                                   原田恵己兄（ヨシュア会） 

 

➀                                   「歴史は、ひとりから」                      坪井永城副牧師 

②③  「『黙示録』の大逆転は人生にこそ」 

      岸義紘先生  
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石の枕  
  

 「主が与え、主が取られたのだ。主の聖名はほむべきかな」（ヨブ記１：２１） 
 アブラハム会の山本登兄が、先週の火曜日夕方、主のみもとに召されました。 
長い間の奥様（裕子姉・補教師）の熱い祈りに、主がお応えくださって、５７才で
受洗された「５時から男」（マタイ２０章）。しかし、信仰をもたれてからの姿勢 
はまことに誠実で、教会内外で大活躍。教会の監事として、またギデオンの 
勇士として主の教会に仕えて下さいました。 
 淋しくはありますが、愛と礼とをもって、お別れします。木曜午後２時より。 
 
先々週なされた「終活セミナー」は好評の内に終わり、先週は「個別相談」 

もなされた。中井兄と三人の税理士と行政書士の方々に心から感謝します。 
 「終活」で最も重要なことは、人生の終わりを活々とさせていただくために 
罪を悔改めし、罪の赦しをいただき、受洗をもって、その信仰を堅くすること 
であります。イエス様を人生の主とすることは、キチンと日曜礼拝を守ったり 
教会員としての信徒の務めを果たすことにつながります。 
 山本兄も、病との闘いの中で、ハッキリとした信仰をもって、死に対する 
恐れから解放されて、実に落ちついて、確信にみちて、天国に召されて行き 
ました。まさに「死んでも生きる！」（ヨハネ福音書１１章２５節）の世界です。 
 
 もし自分が召されたら、教会に電話で連絡して下さい。また教会専属の葬儀 
屋さん（他でも可）「明興社」（担当は川口氏）にお電話（0120-441-112 又は 
046-260-4949）してください。全てを心得て、最善な方法で準備をして下さい 
ます。まさか自分で電話はできませんので、家族にその旨をハッキリ伝えて 
おいて下さい。個人略歴や信仰の証詞や聖歌の愛唱歌も、副牧師まで 
知らせておくと良いかと思います。 
 教会に支払う諸経費は、２０万円位。あとは葬儀社には実費。詳細は 
担当副牧師までお尋ね下さい。 
 
 Ｙ姉からのお手紙。「母の召天一ヶ月を迎えて」――母の信仰にならい、 
神様のなされた事に対して、なぜ、どうして、という問いではなく、感謝と 
賛美で応えていく者になりたいと願っています。有り難うございました。 
 
 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：マタイ２５章～２７章  Ｂコース：レビ記４章～１９章 


